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「バイオプラスチックビジネスマッチング支援事業」 企画提案公募 

 

企 画 提 案 書 
 

記入日  令和 5年 5月 12日 

１ 企画提案名  

バイオプラスチックビジネス推進ネットワークを通じたバイオプラスチックビジネスマッチング支援 
２ 応募事業者名 

企業名等 一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会 

３ 見積額 

 

 

金 20,890,000円（消費税及び地方消費税含む） 

４ 企画提案書のアピールポイント 

一般社団法人西日本プラスチック製品工業協会（以下、西プラ）は、福井県以西に事業所を置

くプラスチック製品製造業に関する事業を営む法人・個人を会員とする業界団体であり、令和 5

年度 3 月末現在、約 410 社で構成し、会員企業を始めとするプラスチック製品製造業を取り巻く

諸課題の解決を図る事業を実施している。 

プラスチック製品製造業において、海洋プラスチック問題や脱炭素化への取組みの中で、社会

でプラスチックが悪者であると誤った認識がされていることが多々あることを懸念している。そ

こで、バイオプラスチックの利活用がこの問題の解決に寄与すると考え、バイオプラスチックに

関連するビジネス化を推進することにより前述の問題を解決すると同時にプラスチック及びプラ

スチック製品製造業の地位向上を目指すことを目的として、大阪バイオプラスチックビジネス推

進ネットワーク（以下、OBPN）を設立し、令和 5年度より活動を開始している。OBPNは、バイ

オプラスチックに関心を有する企業等で構成し、会費を当面無料としている。OBPNの事業活動は、

「バイオプラスチックビジネスマッチング支援事業」で求められる主旨・目的に正に合致すると

考え、以下の事業を提案する。 

OBPN の活動は、バイオプラスチックに関する最新情報やバイオプラスチック利活用ビジネスの

成功事例等の情報をセミナー開催等により定期的に共有することで、バイオプラスチックに関す

る取組みを考える企業のバイオプラスチックに関する理解を深めるとともに、会員による相互の

情報交換や交流を始めとする事業者のマッチングを実施し、さらにはバイオプラスチック製品の

ビジネス化に至る過程で発生する課題を解決するための専門家を適切に利用できる機会も設ける

ことである。OBPNのこれらの活動を本事業において最大限活用する。 

海洋プラスチックごみ対策として重要な海洋生分解性プラスチック、2050 年ゼロカーボン社会

に貢献するバイオマスプラスチックについて、各々の社会的意義を OBPN会員で共有し、社会が求

めるプラスチック製品を成形技術から開発するためのプラットフォームとしての役割をOBPNは担

う。バイオプラスチックの特性や成形性を理解するセミナー等を開催することで会員のバイオプ

ラスチック製品の開発意欲を高め、会員間のマッチング強化につなげる。 



本事業全体の事業統括には、バイオプラスチックに関する研究・知見のみならず、活用に至る

支援では我が国の第一人者である大阪大学工学研究科の宇山浩教授が就任する。宇山教授は既に

OBPN のアドバイザーとして一緒に活動しており、専門家としての経験・知識を最大限活用する。

統括責任者は西プラ会長 岩﨑能久、運営管理責任者は西プラ専務理事 平田園子、担当者は西プ

ラ職員を 2名配置する。 

バイオプラスチックの社会的意義としての長所を理解しつつ、プラスチック製品開発における

成形技術等の課題やバイオプラスチックの供給に大きく関わる世界の開発・実用化動向を専門家

等からヒアリングし、成形企業に橋渡しすることがバイオプラスチック製品の実用化・社会普及

に極めて重要と考えている。宇山教授をはじめとするバイオプラスチックの専門家が運営に参画

することで、バイオプラスチックを製造する大手化学企業や販売する商社等との接点を積極的に

設ける体制を構築できる。また、バイオプラスチックの供給に関して、世界的に増産の進む中国

や ASEAN諸国との交流（商社からの情報収集を含む）も宇山教授らを通じて実施する計画である。

このような運営体制が最大の強みであり、本事業の目的であるプロジェクト組成（10 件以上）に

つなげられ、大阪発のバイオプラスチック製品の社会実装に大きく貢献できると考えている。 

なお、OBPNの活動は、西プラが事業実施主体として認定された 2025年大阪・関西万博 大阪ヘ

ルスケアパビリオン 展示・出展ゾーンの参加において、「バイオプラスチックで REBORN」に
応募した企業への出展・展示及びその後のビジネス化への支援としての役割も担っている。OBPN

は大阪・関西万博におけるバイオプラスチック展示物の開発において、出展者間の情報交換の場

として機能することが期待されている。 

 

（１）事例紹介セミナー・ニーズ商談会 

バイオプラスチックに関する情報を提供する場として年間 4 回のセミナーを予定しており、そ

のうち 2 回は商談会を併催する。セミナーでは以下の内容を紹介し、バイオプラスチックへの理

解を深化させ、ビジネス化支援に資することを目指す。尚、第 1回セミナーは 8月 4日、第 2回

セミナー（商談会を含む）は 9月 8日に計画している。 

 ・バイオプラスチック材料の基礎と開発事例 

 ・バイオプラスチックを活用したビジネスの成功例  

 ・バイオプラスチック製品の PR方法（デザイン等） 

 ・バイオプラスチックに関する規格・試験（プラスチック資源循環法） 

 ・バイオプラスチックに関する国際情勢 

また、バイオプラスチックに関連する各種講演会・展示会等の情報提供や、バイオプラスチッ

クに関連するセミナー・イベント等の協賛・共催を積極的に行う。ニーズ商談会はセミナー併催

を含めて年間 2回開催し、企業展示ブースや商談ブースの設置を行う。 

さらに、セミナー・イベント等の実施結果を OBPN専用 WEBサイトに掲載し、会員内外への情報

提供を実施する。なお、この実施結果について、一部は OBPN会員限定で開示する予定であり、入

会への動機づけツールとしても活用予定である。 

なお、OBPNキックオフセミナーは本事業対象外となるが、令和 5年 5月 19日に開催する。現時

点で既に約 120 名の参加申込みがある。このイベント開催実績を元に今後の事例紹介セミナー・

ニーズ商談会を開催することで同等数以上の参加が見込まれ、プロジェクト組成に繋がる面談数

は年間 100件以上と想定している。 

 

（２）個別面談・相談の対応、プロジェクト組成 

西プラではバイオプラスチックに限らず、常時、会員等への個別相談・対応事業を実施してい

ることから、バイオプラスチックに関連する各種の問い合わせについてもワンストップサービス



機能を活かして、材料、成形技術、製品化、販売、規制・法令等、各専門家による個別面談・相

談に対応できる体制にある。西プラでは、宇山教授ら専門家が常時、会員からの要望に対応する

システムを事務局に設置する。 

バイオマスプラスチックビジネスの創出に向けて、原材料から技術、販路開拓まで中小企業等

のニーズに応じた OBPN 会員内外のマッチングを図り、プロジェクト組成の年間 10 件以上を達成

する。本事業においては西プラのこれまでの活動実績を活かして一貫支援することでプロジェク

ト組成の精度を高める。OBPN が有するバイオプラスチックの専門家の強力なネットワークを活用

することで異業種連携のマッチングを積極的に行い、プロジェクト組成につなげる。 

 

（３）会員の募集 

OBPN は企業、大学等研究機関、行政等支援機関等を会員の対象とする。企業は、大阪府内をは

じめとするプラスチック製品製造業、原材料メーカーや商社、小売や化粧品・飲食料品などのプ

ラスチック利活用企業、機械設備やサービスなどのプラスチック関連等、大学等研究機関として

は大学、国立研究開発法人、地方独立行政法人、公設試験研究機関等、行政等支援機関としては

国、地方公共団体、産業支援機関等を想定している。令和 5年 4月末現在で既に 70機関以上が参

加し、内訳はプラスチック製品製造業が 66％、プラスチック利活用企業が 10％未満である。 

今後、プラスチック製品製造業へのさらなる入会働きかけを、西プラ WEBサイトや OBPN専用 WEB

サイト等からの情報発信、西プラ主催事業や西プラが共催・協力・協賛する関連団体でのイベン

トでの紹介等で実施する。会員による相互の情報交換や交流を始めとする事業者間のマッチング

が OBPNの重要な役割であり、特にプラスチック利活用企業がより多く参加することが不可欠であ

ると考えている。そのため、本採択後に積極的な入会活動を実施し、プラスチック利活用企業の

年間 10社以上の入会を目標とする。また、マッチングを成功させるためにブランドオーナー企業

の入会も重要であるため、食品、香粧品、日用品分野を中心に勧誘する。このような活動により、

本事業においてプロジェクト組成 10件以上の目標を突破する。 

 

（４）実施体制 

本事業を実施する上で、岩﨑能久会長が統括責任者、平田専務理事が運営管理責任者、西プラ

職員 2 名が担当者として実務を実施する。西プラ内にはバイオプラスチック特別部会を設置し、

西プラ会長を含む幹部メンバー、事業統括の宇山教授ら学識経験者で構成している。この特別部

会が OBPNの運営方針を決定し、事業内容の具現化は宇山教授と平田専務理事を中心に担当する。

今年度の事業計画として OBPNの活動としてセミナーや商談会を既に企画しており、本事業に採択

されれば、本格的に実施できる体制にある。予備的に採択後の 1 回目セミナーと 1 回目商談会は

仮日程を定め、準備に着手している。このように本事業は効率的に推進できる体制にあり、実施

スケジュールも具現化できている。 

本事業の報告書作成については、事務局において平田専務理事が中心となって西プラ職員が実

務を担当し、専門家の見解・アドバイスが必要とする部分は宇山教授に依頼する。報告書に記す

る内容を OBPNで実施するセミナー等の計画時から想定することで、報告書を期限内に適切な内容

で提出できる準備を進める。 

 

 
 


